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１ 鳥獣保護区の概要 

(1) 鳥獣保護区の名称 

満濃池鳥獣保護区 

 

(2) 鳥獣保護区の区域 

別紙のとおり 

 

(3) 鳥獣保護区の存続期間 

平成 22 年 11 月 15 日から平成 32 年 11 月 14 日まで（10 年間） 

 

(4) 鳥獣保護区の指定区分 

身近な鳥獣生息地の保護区 

 

(5) 鳥獣保護区の指定目的 

仲多度郡まんのう町にある空海修築による県下最大のため池である満濃池を中心に、

アカマツ林と落葉広葉樹林におおわれた丘陵性の台地と浸食谷から成り立っている。香

川県満濃池森林公園及びまんのう町におけるかりんの里もこの区域に含まれている。 

森林と水面、公園等が組み合わさった自然は、森林の鳥、水辺の鳥、平地の鳥等が多

数生息できる貴重な生息環境となっている。 

このため、身近な鳥獣生息地として鳥獣保護区に指定し、保全を図るものである。 

 

 

２ 鳥獣保護区の保護に関する指針 

(1) 管理方針 

定期的な巡視などにより鳥獣の生息状況を確認し、違法行為や鳥獣の生息を阻害す

る行為の防止に努めるなど、鳥獣の安定的な生息が図られるよう適切な管理を実施す

る。 

 

３ 更新の理由 

本地域は、森林に生息する鳥獣の保護を図るとともに、地域における生物多様性を確

保するためにも必要な地域であるので更新する。 

 

４ 鳥獣保護区の区域に編入しようとする土地の地目別面積及び水面の面積 

  総面積 321ha 

  内訳 

  ア 形態別内訳 

   林 野   173ha 

農耕地    8ha 

水 面  139ha 

その他    1ha 



 

  イ 所有者別内訳 

国有地    2ha 

県有地   47ha 

市町村有地 15ha 

私有地    118ha 

公有水面  139ha 

 

  ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域 

森林法による地域     保安林 100ha 

砂防法による地域   砂防指定地   1ha 

 

５ 指定区域における鳥獣の生息状況 

(1) 当該地域の概要 

ア 鳥獣保護区の位置 

ＪＲ土讃線塩入駅から東へ約 1km、県内で最大のため池、満濃池とその周辺の森林

を区域とし、まんのう町の北東部に位置している。 

イ 地形、地質等 

地質は三豊層群からなる。アカマツ林と落葉広葉樹林におおわれた丘陵性の台地

と浸食谷がある。満濃池の南側は、かつての侵食によって形成された複雑な谷部に、

水面が奥深く入り込んだ複雑な地形となっており、水鳥にとって絶好の生息地とな

っている。 

ウ 植物相の概要 

尾根はアカマツ林、谷部はクヌギとコナラ等の落葉広葉樹林が広がる。満濃池森

林公園内には、野鳥のために数多くの食餌植物が植栽されている。 

エ 動物相の概要 

３２科７５種の鳥類、６科１２種の獣類の生息が確認されている。 

 

(2) 生息する鳥獣類（下線は新しく確認された鳥獣） 

ア 鳥類 

カンムリカイツブリ、カイツブリ、カワウ、ゴイサギ、アマサギ、ダイサギ、チ

ュウサギ、コサギ、アオサギ、オシドリ、マガモ、カルガモ、コガモ、ヨシガモ、

キンクロハジロ、ミサゴ、トビ、オオタカ、ハイタカ、ノスリ、サシバ、コジュ

ケイ、ヤマドリ、キジ、クイナ、オオバン、イカルチドリ、タシギ、キジバト、

アオバト、カッコウ、ツツドリ、ホトトギス、アオバズク、フクロウ、ヤマセミ、

カワセミ、コゲラ、ヒバリ、ショウドウツバメ、ツバメ、コシアカツバメ、キセ

キレイ、サンショウクイ、ヒヨドリ、モズ、カワガラス、ルリビタキ、トラツグ

ミ、アカハラ、シロハラ、ツグミ、ウグイス、オオヨシキリ、センダイムシクイ、

キクイタダキ、セッカ、キビタキ、サンコウチョウ、エナガ、ヤマガラ、シジュ

ウカラ、メジロ、ホオジロ、カシラダカ、アオジ、アトリ、カワラヒワ、イカル、



ニュウナイスズメ、スズメ、ムクドリ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラ

ス 

 

イ 獣類 

  ニホンリス、キュウシュウムササビ、ホンドタヌキ、キツネ、ノイヌ、ホンドテ

ン、イノシシ、ニホンイタチ、チョウセンイタチ、アナグマ、ハクビシン、ノネ

コ 

 

(3) 当該地域の農林水産物の被害状況 

   過去 3 年間の有害鳥獣捕獲許可申請状況 

   当該区域内及び周辺において、イノシシによる農業被害等のため、有害鳥獣捕獲許

可申請が出されており、許可をしている。 

 

６ 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第 32 条の規定による補償に関する事項 

   当該区域内に、鳥獣の生息及び繁殖に必要な施設を設置することにより損失を受け

た者に対しては、通常生ずべき損失を補償する。 

 

７ 施設整備に関する事項 

(1) 鳥獣保護区案内板  1 基 

(2) 鳥獣保護区用制札 11 本 


